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　葉山ふるさとひろば実行委員会

は、全員ボランティアスタッフで運

営しています。これまでの３３回の開

催も町民のみなさまに支えられて続

けることができました。しかしなが

ら、昨今の経済や社会情勢の大きな

変化に直面し、運営費が思うように

集まらず実行委員会の創意工夫がま

すます必要となりました。

　そこで、「第３４回葉山ふるさとひ

ろば」の開催にあたり町民のみなさ

んに善意の寄付をお願いすることに

なりました。

　同時に葉山ふるさとひろばへの要

望書やボランティアスタッフも募集

し、町民の祭典がより一層盛り上が

るようにと考えました。ご協力お願

いします。

＊ふるさとひろばボックスの受付内容
◎善意の募金
◎葉山ふるさとひろばへの要望書
◎スタッフ参加の申込み
※ペットボトル募金箱は募金のみ
　となります。

＊ふるさとひろばボックスの設置場所
◎町内の主要公共施設

＊ペットボトル募金箱設置場所
◎町内のコンビニ
◎町内の賛同頂いた企業、商店

※募金及び要望書は、毎月末日に回収します。

� ��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

　ＤＶ被害者で、住民登録を異動で

きない人や、平成２１年２月１日（基

準日）以降に住民登録を異動して、

定額給付金及び子育て応援特別手当

を受給できない人に対して、相当額

の生活支援金を給付します。

【対象】

　ＤＶ被害者で、基準日において、葉

山町の住民基本台帳又は外国人登録

原票に記載されている人で、次の１

又は２に該当する人が対象です。

１　平成２１年２月２日以降に住民登

録を異動し、住民基本台帳事務に

おける支援措置申出書により申し

出て、支援措置の対象となってい

る人。

２　どうしても住民登録を異動する

ことができず、住民登録に記載さ

れた住所地と異なる場所に居住

し、次のいずれかに該当する人。

　（１）ＤＶ被害者で、母子生活支援

施設に入所している人。

　（２）配偶者からの暴力防止及び被

害者の保護に関する法律第１０条

に基づく保護命令等が出され、

保護命令決定通知を受領してい

る人。

　（３）ＤＶ被害を逃れるため、シェ

ルターに保護され、住民登録に

記載された住所地と異なる場所

に居住している人で、婦人相談

所等による一時保護証明の発行

を受けている人。

※１　平成２１年１１月９日までに申請

があった場合に支給します。

　２　町が定める証明書類が必要と

なります。

　３　詳しくは、町民サービス課に

ご確認ください。

　　確認のうえ、申請書をお渡しし

ます。

問合せ　町民サービス課　�内線２０６

DDVV被被害害者者にに生生活活支支援援金金をを給給付付ししまますす。。
ＤＶ被害者で、定額給付金・子育て応援特別手当を
受給できない人に、葉山町生活支援金を給付します。
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箱はふるさとひろばボックスと

ペットボトル募金箱の２種類を用意します

★上記についての問合せ先

第３４回　葉山ふるさとひろば実行委員会

総務室長・高木（090－3508－3787）
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●全国消費実態調査とは

　本年９月、１０月及び１１月の３か月

間にわたり、「統計法」という法律に

基づいた基幹統計調査として平成２１

年全国消費実態調査が実施されま

す。この調査は、国民生活の実態を

家計の面から総合的に把握する統計

調査として、昭和３４年以来５年ごと

に実施されているもので、今回の調

査は１１回目にあたります。

●調査の方法

　家計は、大きく分けると所得、消

費、資産の３面から成り立っていま

すが、これらは互いに関連をもって

います。この所得、消費、資産の３

面をバランスよく、しかも正しく把

握するために、この調査では、「家計

簿」、「耐久財等調査票」、「年収・貯

蓄等調査票」、「世帯票」の４種類の

調査票を用います。このうち「家計

簿」は、調査期間中における日々の

収入と支出を記入していただくもの

で、「家計簿」に記入していただくこ

とが、この調査の中心になります。

　家計の内容は、世帯の収入や資産

の大きさ、職業、世帯人員の構成、

地域などにより異なっています。そ

こで、全国消費実態調査では、家計

の実態を世帯のいろいろな属性別

に、また、地域別に明らかにするこ

ととしています。

　この調査の調査世帯は、全国のす

べての世帯の中から、統計的な方法

に基づいて選定された２人以上の世

帯員からなる世帯と単身の世帯で

す。調査は、総務省統計局－都道府

県－市町村－指導員－調査員－調査

世帯の流れで行われます。

　調査の方法は、調査員が調査世帯

を訪問して、２人以上の世帯につい

ては３か月間、単身世帯については

２か月間、それぞれ家計簿の記入な

どをお願いすることとなっています

ので、調査の趣旨をご理解いただ

き、ご記入をお願いします。

●調査結果の利用

　記入済みの家計簿や耐久財等調査

票などすべての調査票は、総務省統

計局に集められ、統計としてまとめ

られます。調査の結果は、平成２２年

７月ごろから集計区分ごとに順次公

表することとしています。これらの

結果は、年金制度についての検討資

料や住宅ローン返済の実態の把握な

ど国や地方公共団体の各種行政施策

の基礎資料として、また、大学や研

究機関における消費・経済などの分

析の資料として広く利用されます。

●個人情報の保護について

　統計調査により集められた個人情

報は「統計法」によって保護されま

す。統計調査員等の統計に携わる者

に厳格な守秘義務が課せられている

ほか、記入していただいた調査票は

集計が完了したのち溶解処分するな

ど、厳重に個人情報を保護していま

すので、ありのままを記入していた

だくようお願いします。

総務省統計局　神奈川県
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　締切は、掲載希望月の前々月末日必着。はがき１枚に、
一人３首か３句まで（当季雑詠）、住所、氏名、電話番号を書
いて、企画調整課「葉山歌壇俳壇係」まで
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　７月２５・２６日に埼玉県立武道館で実施された、関東ス
ポーツ少年団競技別交流大会に空手道競技神奈川県選
抜選手団として出場しました。（左から吉田歩未さん、
森町長、平泉忠廣監督）

関東スポーツ少年団競技別交流大会に出場

　６月２６日朝ごはんコンテスト
の調理実習がありました。地場
の食材を使い創意工夫の凝らさ
れた料理ができあがりました。

朝ごはんコンテスト

　７月２日、平成２０年度広報はやま葉山歌壇俳壇の年間優秀作
品の表彰式が行われました。受賞者のみなさんおめでとうござ
います。

葉山歌壇俳壇表彰式


